
さ
,

1
9
4
8
年

(昭
和
器
年
)
12
月
10
ロ
、
国
際
連
合
は
第
3
回
総
会
で

｢世
界
人
権
宣
言
巳

を
採
択
し
ま
し
た
。
国
連
は

｢世
界
人
権
宣
言
｣
の
採

択
を
記
念
し
て
毎
年
12
月
m
□
を

｢人
権
デ
ー
｣
と
定
め
、
加
盟
国
に
記

念
行
事
を
実
施
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
法
務
省
と
全
国
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
で
は
、
12
月
4
ロ
か
ら
め
日
の
入
権
デ
ー
を
最
終
ロ
と
す

る
一
週
間
を

｢人
権
週
間
｣
と
し
て
全
国
的
な
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

前
橋
地
方
法
務
局
中
之
条
支
局
と
中
之

条
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
吾
妻
教

育
事
務
所
と
共
催
し
、
人
権
週
間
に
合
わ

せ
て

｢あ
が
っ
ま
人
権
フ
ェ
ス
タ
｣
全
国

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
,ト

昔
妻
地
区

大
会
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
行
事
で

は

｢人
権
講
演
会
｣
と
し
て
ピ
ア
ニ
ス
ト

の
梯
剛
之
さ
ん
が
講
演
を
行
い
、
そ
の
後

｢表
彰
式
｣
が
行
わ
れ
、
高
山
中
学
校
か

ら
は
、
1
年
生
の
飯
野
葉
月
さ
ん
、
2
年

生
の
本
所
然
さ
ん
、
3
年
生
の
石
川
ひ
な

み
さ
ん
、
3
年
生
の
西
方
ほ
の
か
さ
ん
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
中
学
生
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
は
次
代
を
担
う
中
学
生
が

人
権
問
題
に
つ
い
て
作
文
を
書
く
こ
と
に

よ
り
、
人
権
尊
重
の
重
要
性
と
必
要
性
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
豊

か
な
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
昭
和
騎
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
4
名
の
中
学
生
の
み
な
さ
ん
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1
月
6
月

(目
)
い
ぶ
き
会
館
駐
車
場
に
お
い
て
、
平
成
25
年
高
山
村
消
防

団
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

村
議
会
を
は
じ
め
･
吾
妻
行
政
事
務
所
長
･
駐
在
所
長
な
ど
の
来
賓
の
方
が

見
守
る
な
か
、
消
防
団
良
か
ら
火
災
を
未
然
に
防
ぎ
、
自
分
達
の
地
域
は
自
分

達
で
守
る
と
い
う
高
山
村
消
防
団
の
心
構
え
が
発
せ
ら
れ
、
全
国
員
が
新
た
な

決
意
を
胸
に
刻
み
ま
し
た
。

式
終
/
後
、
消
防
車
ゆ
台
で
火
災
予
防
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
火
気
の
取
り
扱

い
に
十
分
注
意
す
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

冬
場
は
空
気
が
乾
燥
す
る
う
え
に
、暖
房
器
具
を
使
う
機
会
が
増
え
ま
す
の
で
、

火
の
始
末
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

火
災
は
発
生
す
る
と
他
者
を
も
巻
き
込
み
生
命
を
危
険
に
さ
ら
し
、
財
産
や

大
切
な
思
い
出
さ
え
も
灰
に
し
て
し
ま
う
恐
ろ
し
い
も
の
で
す
。
火
の
取
扱
い

に
対
し
て
油
断
せ
ず
慎
重
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が

出
来
ま
す
の
で
、
地
域
ぐ
る
み
で
火
の
扱
い
を
注
意
し
、
絶
対
に
火
災
を
出
さ

な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
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一
-

-｢あ
が
つ
ま
人
権
フ
ェ
ス
タ
｣が

一店
開
催
さ
れ
ま
し
た

-
高
山
村
消
防
団
出
初
式
が

テ
ー
ゞ
行
わ
れ
る
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漱ぎ諦きさ

1
月
蛇
臼

(土
)
い
ぶ
き
会
館
に
お
い
て
、
高
山
村
子
ど
も
会
育
成
団
体
連

絡
協
議
会
t
催
に
よ
る

｢第
蜷
回
高
山
村
上
毛
か
る
た
競
技
大
会
｣
が
開
催
さ

れ
、
村
内
8
地
区
の
子
ど
も
弘
名
が
参
加
し
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【個
人
競
技
】

○
小
学
校
低
学
年
の
部

優

勝

武
淵

隼
大

(本
宿
)

準
優
勝

野
上

棟
太

(五
領
)

第
3
位

野
上

太
一
(五
領
)

○
小
学
校
高
学
年
の
部

優

勝

奈
良

維
春

(新
田
)

準
優
勝

野
上

柊

(五
領
)

第
3
位

峰
川

翔
多

(新
田
)

【団
体
競
技
】

○
小
学
校
低
学
年
の
部

優

勝

本
箱
子
ど
も
会
A

都
筑
彩
り
･
佐
藤
夕
夏

開

演
音

準
優
勝

北
之
谷
子
ど
も
会

林

並
唯
･
平
形
桃
子

平
形

翼

第
3
位

五
領
字
ど
も
会

小
林

期
･
西
形
友
希

林

業
史
･
西
形
明
莉

○
小
学
校
高
学
年
の
部

優

勝

北
之
谷
子
ど
も
会

高
橋

頭
･
由
崎
大
夢

金
岡
否
紗
湖

準
優
勝
本
宿
子
ど
も
会
A

大
木
矢
真
斗
･
小
野
和
樹

稲
川
亜
美
･
田
村
美
依
奈

第
3
位

新
田
子
ど
も
会
C

鈴
花

小
林
彩
惠
･
堀

開

来
実

磯
川燧　　
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嚢
黙止

1
月
蜷
日

･
幹
ロ
、
お
正
月
飾
り
や
古
い

お
札
を
燃
や
し
て
、
1
年
間
の
無
病
息
災
や

家
内
安
全
を
願
う
ど
ん
ど
ん
焼
き
が
各
地
区

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

竹
や
だ
る
ま
が
大
き
な
音
を
た
て
な
が
ら

燃
え
始
め
る
と
、
厄
年
の
人
か
ら
み
か
ん
が

ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。
色
と
り
ど
り
の
ま
ゆ

玉
も
焼
い
て
食
べ
ま
し
た
。
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◇ 平成2 5年 2 月 1 日

■
説
鹸
槌
上
毛
か
る
た
競
技
大
会

広報業bやま ◎
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1
月
晦
日
、
高
山
小
学
校
で
は
全
校

生
徒
に
よ
る
書
き
初
め
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
1
5
2
年
生
は
、
フ
ェ
ル
ト

ペ
ン
と
鉛
筆
を
使
っ
て
子
寧
に
書
い
て

い
ま
し
た
。
3
年
生
か
ら
は
、
筆
を
使

っ
て
、
書
き
初
め
用
紙
い
っ
ぱ
い
に
、

し
っ
か
り
し
た
力
強
い
字
を
書
い
て
い

ま
し
た
。
冬
休
み
が
終
わ
り
、
始
業
式

の
ロ
だ
っ
た
の
で
、
久
し
ぶ
り
の
友
人

と
の
再
会
に
み
ん
な
嬉
し
そ
う
で
し
た
。
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